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木村　和由

全
国
税

内
部
事
務
セ
ン
タ

ー
化
を
令
和
８
年
度
か
ら
全

国
実
施
す
る
と
い
う
が
、
セ

ン
タ
ー
は
局
に
一
つ
と
の
噂

も
あ
る
。
検
討
状
況
は
。

当
局

セ
ン
タ
ー
の
配
置
場

所
や
、
規
模
等
は
検
討
中
。

セ
ン
タ
ー
は
局
に
一
つ
、
そ

の
下
に
サ
テ
ラ
イ
ト
的
な
も

の
を
置
く
検
討
も
し
て
い

る
。

全
国
税

前
長
官
は
、
Ｋ
Ｓ

Ｋ
シ
ス
テ
ム
の
修
正
を
、「
５

年
〜
１０
年
」と
回
答
し
た
が
、

令
和
８
事
務
年
度
ま
で
に
で

き
る
の
か
？
シ
ス
テ
ム
が
後

に
な
れ
ば
、
職
員
の
負
担
は

大
き
い
。

当
局

予
算
措
置
は
し
て
い

る
。
業
務
改
革
と
一
体
の
も

の
と
し
て
シ
ス
テ
ム
を
作

る
。
現
時
点
で
も
、
集
約
Ｉ

Ｄ
の
発
行
に
よ
り
、
楽
に
な

っ
て
い
る
業
務
も
あ
る
。

全
国
税

職
員
に
と
っ
て
は

労
働
条
件
の
大
き
な
変
化

だ
。
配
転
の
問
題
も
見
て
お

く
こ
と
。
国
税
専
門
官
一
年

目
職
員
の
配
置
は
、
セ
ン
タ

ー
化
後
ど
う
す
る
の
か
。

当
局

内
部
事
務
セ
ン
タ
ー

後
は
、
管
理
運
営
部
門
の
業

務
内
容
も
変
わ
る
か
ら
、
一

律
配
置
も
見
直
す
こ
と
に
な

る
。
現
場
の
声
も
聞
き
な
が

ら
検
討
し
す
る
。

【
交
渉
の
詳
細
は
全
国
税
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
】

全
国
税
は
９
月
２７
日
、
星
野
長
官
と
今
期
１
回
目
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。交
渉
の
冒
頭
、高
橋
委
員
長
と
星
野
長
官
の
所
信
表
明
を
交
わ
し
ま
し
た
。

交
渉
で
は
、
障
が
い
者
雇
用
、
内
部
事
務
セ
ン
タ
ー
化
、
超
勤
削
減
、
確
定

申
告
事
務
、
調
査
・
徴
収
、
公
正
で
明
朗
な
人
事
の
確
立
、
組
合
差
別
解
消
な

ど
の
課
題
で
要
求
実
現
を
迫
り
ま
し
た
。

高橋誠中央執行委員長

全
国
税

障
が
い
を
も
つ
職

員
が
、
差
別
な
く
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境

を
作
る
こ
と
。

当
局

厚
生
労
働
省
は
８
月

２８
日
に
離
職
数
等
を
発
表
し

た
。
国
税
庁
の
場
合
６
月
１

日
ま
で
に
９
７
７
名
の
う
ち

９５
名
が
退
職
し
た
。
理
由
は

民
間
へ
の
就
職
、
介
護
、
体

調
不
良
な
ど
様
々
だ
。

全
国
税

障
が
い
を
も
つ
普

通
科
生
に
対
応
し
た
施
設
改

善
な
ど
の
環
境
整
備
を
す
る

こ
と
。
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、
障
が
い
の
内
容
に
配
慮

し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

当
局

可
能
な
も
の
か
ら
順

次
対
応
し
て
い
く
。
熊
本
研

修
所
で
は
昇
降
機
を
設
置
し

た
。
東
京
研
修
所
で
は
、
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
や
車
い
す
用
の

ト
イ
レ
を
設
置
し
た
。
視
力

へ
の
対
応
で
は
Ａ
３
に
拡
大

し
た
資
料
を
渡
し
て
い
る
。

速
く
筆
記
で
き
な
い
研
修
生

に
は
、
試
験
時
間
を
長
く
し

て
い
る
。

星
野
次
彦
国
税
庁
長
官

超
勤
削
減
の
具
体
策
を
講

じ
る
こ
と
。
予
算
も
確
保
す

る
こ
と
。

長
官

超
勤
縮
減
は
職
員
の

健
康
問
題
、
人
材
確
保
等
の

点
か
ら
重
要
だ
。従
来
か
ら
、

①
人
員
配
置
の
適
正
化
、
②

事
務
の
集
中
化
・
見
直
し
、

③
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

定
着
化
、
④
事
務
計
画
の
見

直
し
、
⑤
管
理
者
の
意
識
の

情
勢
等
に
努
め
て
い
る
。
超

勤
予
算
は
確
保
し
て
い
る
。

全
国
税

水
・
金
の
定
時
退

庁
は
厳
守
す
る
こ
と
。

長
官

定
時
退
庁
は
極
力
励

行
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

水
曜
以
外
は
、
庁
が
全
庁
的

に
一
律
に
設
定
し
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。

全
国
税

４５
時
間
の
上
限
規

制
が
で
き
た
が
、局
や
総
務
、

内
部
事
務
な
ど
、
常
に
繁
忙

の
部
署
で
は
、
４５
時
間
超
の

実
態
だ
。

当
局

管
理
者
に
対
し
、
超

勤
は
必
要
最
小
限
と
す
る
よ

う
指
示
・
徹
底
し
て
い
る
。

全
国
税

４５
時
間
を
超
過
し

た
ら
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
こ
れ
が
嫌
で
報
告

し
な
い
と
い
う
こ
と
が
起
き

る
の
で
は
な
い
か
。

当
局
「
ヤ
ミ
残
業
は
ま
か
り

な
ら
ん
」
と
、
会
議
で
伝
え

て
い
る
。

全
国
税

確
申
期
は
、
特
例

業
務
と
な
る
の
か
？

当
局

特
例
業
務
に
は
安
易

に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
な

い
。
要
件
を
定
め
、
所
属
長

に
判
断
し
て
も
ら
う
。

ト
イ
レ
掃
除
？

全
国
税

障
が
い
を
持
っ
た

非
常
勤
職
員
に
ト
イ
レ
掃
除

を
さ
せ
て
い
る
署
が
あ
る
。

人
権
に
か
か
わ
り
問
題
だ
。

総
務
課
長

事
実
関
係
を
調

査
す
る
。

＊
後
日
の
庁
窓
口
回
答
は
、

「
募
集
要
項
の
職
務
内
容
に

清
掃
業
務
と
記
載
し
て
お

り
、
記
載
内
容
の
範
囲
内
で

事
務
に
従
事
し
て
い
る
」

１５
号
と
１９
号
の

台
風
は
、
各
地

に
甚
大
な
被
害

の
爪
痕
を
残
し

て
い
っ
た
。
台

風
１９
号
の
上
陸

か
ら
１
週
間
が
経
つ
執
筆
時

で
も
、
被
害
の
全
容
は
明
ら

か
に
な
ら
ず
、
日
々
、
新
た

な
被
災
状
況
が
報
道
さ
れ
て

い
る
▼
秋
の
土
日
は
、
各
地

で
国
家
公
務
員
単
位
の
労
働

組
合
の
定
期
大
会
シ
ー
ズ
ン

だ
が
、
国
道
事
務
所
や
河
川

事
務
所
の
仲
間
は
、
災
害
対

応
で
欠
席
が
相
次
い
だ
▼
台

風
被
害
だ
け
で
は
な
く
、
様

々
な
災
害
が
「
災
害
列
島
」

を
駆
け
巡
る
。
科
学
の
進
歩

も
、
ま
だ
自
然
の
驚
異
に
叶

わ
な
い
こ
と
が
、
ま
ざ
ま
ざ

と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
▼
Ａ
Ｉ

活
用
も
謳
う
「
税
務
行
政
の

将
来
像
」
。
先
行
す
る
「
内

部
事
務
セ
ン
タ
ー
化
」
。
し

か
し
、
働
く
生
身
の
人
間
へ

の
真
摯
さ
に
欠
い
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。

月４５時間
上限規制

ヤ
ミ
超
勤
ま
か
り
な
ら
ん

確
申
期
は「
特
例
業
務
」か
？

長官団交

令和８事務年度間に合うの？令和８事務年度間に合うの？
内部事務センター

局
に
セ
ン
タ
ー
、そ
の
下
に
サ
テ
ラ
イ
ト
か

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
必
要
不
可
欠

←

検
討
中

国
専
一
年
目
一
律
配
置
は
見
直
し
、

新
体
制
・
人
員
見
て
検
討
し
て
い
く

障
が
い
持
つ
職
員
が
安
心
で
き
る
職
場
を
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全
国
税

①
調
査
件
数
の
一

律
・
機
械
的
な
押
し
付
け
は

や
め
、
１
件
あ
た
り
の
調
査

日
数
を
増
や
す
こ
と
。
②
調

査
事
務
量
の
確
保
の
た
め
、

確
申
期
や
異
動
時
期
、
年
末

年
始
の
調
査
実
施
を
強
要
し

な
い
こ
と
。

当

局

限
ら
れ
た
定
員
事

情
の
下
、
効
率
的
な
事
務
運

営
の
た
め
事
務
計
画
は
必
要

で
あ
り
、
署
の
実
情
に
応
じ

た
無
理
の
な
い
も
の
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
実
施
に
あ

た
っ
て
は
弾
力
的
な
運
営
に

配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
期

中
に
お
い
て
も
一
定
の
時
期

に
見
直
し
を
指
示
す
る
。
調

査
事
務
量
は
、
可
能
な
限
り

確
保
し
て
い
き
た
い
。

全
国
税

納
期
限
前
の
納
付

指
導
は
効
果
に
疑
問
が
あ

り
、
応
援
す
る
職
員
の
負
担

に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
や

め
る
こ
と
。

当

局

期
限
前
納
付
指
導

は
、
納
税
者
の
意
識
を
向
上

さ
せ
る
た
め
有
効
で
あ
る
。

委
員
長

事
務
運
営
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
①

勤
務
時

間
内
処
理

②

職
員
の
理

解
と
納
得
を
前
提
と
し
た

事
務
運
営

③

新
規
事
務

導
入
に
あ
た
っ
て
の
既
存
事

務
の
削
減
・
見
直
し

を
し

て
も
ら
い
た
い
。

次
に
定
員
の
問
題
で
あ
る

が
、
先
日
政
府
が
新
た
な
定

員
削
減
計
画
を
決
定
し
た

が
、
定
員
減
に
歯
止
め
を
か

け
る
努
力
を
し
て
も
ら
い
た

い
。３

点
目
は
、
労
使
関
係
に

つ
い
て
、
依
然
と
し
て
全
国

税
組
合
員
に
対
す
る
差
別
人

事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
改

め
て
も
ら
い
た
い
。

長
官

職
員
が
意
欲
と
希
望

を
持
っ
て
職
務
に
精
励
で
き

る
よ
う
職
員
の
声
に
耳
を
傾

け
、
明
る
く
、
風
通
し
の
良

い
職
場
を
目
指
し
た
い
。

事
務
運
営
に
つ
い
て
は
、

勤
務
時
間
内
処
理
が
原
則
で

あ
る
が
、
確
定
申
告
期
な
ど

や
む
を
得
ず
超
勤
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
る
。

各
種
施
策
に
つ
い
て
、
建

設
的
意
見
に
は
耳
を
傾
け
て

い
き
た
い
。

新
規
事
務
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
必
要
な
事
務
量
を
見

積
も
り
特
定
の
職
員
に
過
重

な
負
担
が
か
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

適
正
な
課
税
を
行
う
た
め

に
も
定
員
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
、

歳
入
官
庁
の
重
要
性
を
訴
え

て
い
き
た
い
。

労
使
関
係
に
つ
い
て
は
、

特
定
の
職
員
団
体
を
敵
視
し

た
り
、
正
当
な
活
動
に
支
配

介
入
を
行
う
考
え
は
持
っ
て

い
な
い
。

全
国
税

短
期
間
の
分
割
納

付
相
談
を
管
理
運
営
部
門
が

担
当
し
て
い
る
局
署
が
あ
る

が
、
徴
収
職
員
を
増
員
し
て

対
応
す
る
こ
と
。

当

局

各
署
の
管
理
運
営

部
門
と
徴
収
部
門
の
定
員
事

情
を
考
慮
し
、
実
施
し
て
い

る
が
、
特
定
の
者
に
過
重
な

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
配

意
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い

る
。

星野次彦国税庁長官高橋誠中央執行委員長

全
国
税

職
員
の
健
康
最
優

先
の
事
務
計
画
と
す
る
こ
と

当
局

事
務
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
効
率
的
な
職
員

配
置
を
行
う
。
職
員
・
職
員

団
体
か
ら
の
建
設
的
な
意
見

は
取
り
入
れ
る
。
申
告
相
談

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
健
康

管
理
に
配
意
す
る
。

全
国
税

日
曜
開
庁
を
や
め

る
こ
と
。
来
年
２
月
の
３
連

休
は
取
ら
せ
て
も
ら
い
た

い
。

当
局

２
月
２３
日
は
天
皇
誕

生
日
・
国
民
の
祝
日
で
あ
り
、

２３
日
に
実
施
す
る
と
、
①
３

連
休
が
有
効
に
活
用
で
き
な

い
②
商
業
施
設
等
は
人
手
が

多
く
、
渋
滞
な
ど
に
よ
る
苦

情
の
原
因
と
な
る
③
非
常
勤

職
員
の
募
集
に
あ
た
り
、
２３

日
の
出
勤
を
条
件
と
す
る

と
、
採
用
に
支
障
を
き
た
す

④
単
身
赴
任
の
職
員
へ
の
配

慮
を
す
る
等
を
検
討
し
、
２

月
２４
日
の
月
曜
日
に
実
施
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

全
国
税

最
低
！
２４
日
の
実

施
に
は
反
対
す
る
。

全
国
税

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
考
え
を
聞
き
た

い
。
昨
年
度
は
、
年
度
途
中

で
２
名
も
署
長
が
変
わ
る
事

例
が
起
き
た
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
職
場
・
人
間
を
壊
す
も

の
で
あ
り
、
絶
対
に
無
く
す

べ
き
も
の
だ
。

長
官

職
員
一
人
ひ
と
り
の

能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る

た
め
に
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
無
い
、
明
る
く
風
通
し
の

良
い
職
場
環
境
を
醸
成
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
様
々
な
施
策
を

講
じ
て
い
る
。
今
後
と
も
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
無
い
職
場

に
し
て
い
き
た
い
。

【
訂
正
】
９
月
２５
日
号
二
面
「
大
阪
局
で
も
局
個
人
課
税
課
の
補
佐
」
の
「
個
人
」
は
「
法
人
」
、
「
神
戸
市
内
署
を

対
象
署
と
し
て
」
の
「
神
戸
市
内
署
」
は
「
兵
庫
署
を
除
く
神
戸
市
内
署
」
、
ま
た
、
来
年
４
月
か
ら
、
一
元
化
対
象

署
」
の
「
来
年
４
月
」
は
「
１０
月
」
の
誤
り
で
し
た
。

全
国
税

税
務
大
学
校
で
、

奨
学
金
の
未
納
状
況
に
つ
い

て
、
教
育
官
が
頻
繁
に
身
上

把
握
と
称
し
て
返
済
状
況
を

聞
い
て
い
る
と
い
う
相
談
が

あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

対
す
る
過
剰
な
身
上
把
握
は

や
め
る
こ
と
。

当
局

身
上
把
握
は
、
研
修

や
研
修
生
活
を
行
う
に
あ
た

っ
て
、
不
安
解
消
等
を
目
的

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
中
で
生
活
面
の
状

況
等
も
把
握
し
て
い
る
が
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
十
分
配

意
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。今
後
と
も
、

適
切
に
身
上
把
握
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

全
国
税

２
０
１
９
人
勧
に

つ
い
て
、
給
与
等
改
善
部
分

に
つ
い
て
は
、
早
期
に
実
施

す
る
こ
と
。

当
局

人
事
院
勧
告
は
今
後

国
会
、
政
府
で
検
討
さ
れ
る

と
承
知
し
て
い
る
。

税
務
の
職
場
の
高
度
な
専

門
性
、
困
難
性
に
つ
い
て
訴

え
て
改
善
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
関
係
機
関
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

木村和由書記長

全
国
税

今
回
の
７
月
定
期

異
動
で
は
、
高
橋
浩
司
（
関

信
）
さ
ん
１
人
が
６
級
ポ
ス

ト
に
発
令
さ
れ
た
。
該
当
者

が
多
数
い
る
。
５
級
高
位
号

俸
の
組
合
員
を
６
級
ポ
ス
ト

へ
昇
任
さ
せ
る
こ
と
。

蔵
原

保
一
（
京
橋
）
専

２０
期
、
野
間

和
彦（
四
谷
）

普
４２
期
、
木
村

和
由
（
東

京
上
野
）
専
２４
期
、
北
原

幸
久
（
日
本
橋
）
専
２５
期
、

羽
柴

哲
司
（
高
岡
）
専
１５

期
、
長
谷
川

健（
東
住
吉
）

普
４２
期
、
丸
山

哲
也
（
宇

治
）
普
４７
期
、
前
川

幸
徳

（
松
山
）
普
４１
期

当
局

職
員
団
体
の
加
入
に

よ
っ
て
差
別
し
て
い
な
い
。

全
国
税

承
服
で
き
な
い
。

差
別
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
、
財
務
省
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る

と
指
摘
し
て
お
く
。

深澤良光総務課長

２０１９人勧
早期実施を

調
査
件
数
の
削
減
を

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
め
よ

短
期
は
分
納
相
談
徴
収
で

研
修
生
の
人
格
を
守
れ
な
い

健
康
第
一
の
確
申
期
を

施
策
の
意
義
・
目
的
周
知
は
重
要

組合差別
根絶を！

理
解
と
納
得
前
提
の
事
務
運
営
を


